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日時：2014 年 12 月 30 日（火）~31 日（水） 

場所：ブリティッシュヒルズ	
 （福島県 新白河） 

参加者：6 名 

文と写真：NPO 塾全協	
 全国事務局長･東日本ブロック広報局長	
 中村基和 

オリエンテーション	
 

ハリーポッター風のマントを着てご機嫌	
 

	
 2014 年度 3 回目のブリティッシュ･ヒルズ、今回は英検 3 級以上、中 3 と高 3 は受験直前のため誘わない

という制約の上、12 月 30 日、31 日という日程や冬期講習との兼ね合いのもあったため参加者は 6 名だけで

したが、3 級 2 名、準 2 級 3 名、2 級 1 名という粒ぞろいのため、レッスンも高度な事が期待されました。	
 

	
 現地に着いてからまずは中央のマナーハウスでチェックイン。May	
 I	
 check	
 in,	
 please?	
 	
 チェックイン

の次はオリエンテーション。（写真左上）オリエンテーションが終わったあとは OWN	
 MEETING で、英語で各

自に自己紹介をして貰いました。それから各自の部屋に行き、用意してあったマントを着て外に出ました。

既に雪合戦モードです。（写真右上）最初のレッスンまで時間がありましたので図書室や王様のベッドなど

マナーハウス内の見学をしました。	
 

	
 

	
 午後 4 時から最初のレッスン。（写真上）“Manners	
 of	
 performing	
 arts”というテーマでしたが、

何とこれは前の月の全国研修大会の第 2 部「ネイティブによる実例研修」でブリティッシュ･ヒルズの

講師の方が講演した Multimodal	
 という	
 3D	
 的な学習法で、動き(ジェスチャー)を混ぜた教育法でした。例

えば“How	
 are	
 you?”と訊かれたとき、答えは“I’m	
 fine,	
 thank	
 you.”だけとは限りません。先生が

生徒たちに I’m	
 のあとに来る言葉を言わせます。hungry、glad、cold	
 と色々出ました。中でも面白か

ったのが angry	
 と言うべきところを ugly	
 と言ってしまったことです。日本人にありがちなことです	
 



が、これには皆爆笑でした。（爆笑するというところが今回のレベルの高さを物語っていますが）そのあ

とジェスチャーで例えば“I’m	
 sad.”を表現させました。単語と emotion を結びつけさせるレッスンでし

ょうか。また、“The	
 monkey	
 has	
 my	
 banana.”という文をジェスチャーをつけながら表現させるレッス

ンもありました。同じ文でも表現の仕方によって色々な意味が出てくるということでしょうね。あと、	
 

“What	
 animal	
 	
 do	
 you	
 like	
 ?	
 ”と訊かれて全員が“I	
 like	
 dog.”などと単数形で答えていました。

先生は“I	
 like	
 dog.”と言ったら、それは犬を食べることだよとジェスチャーを混ぜて話しました。生

徒達が最後のミーティングで口を揃えて「役に立った」と言っていました。（私は中 1 で習ったんですけ

どねぇ。この子たちが知らないなら他の生徒達はもっと知らないでしょうね。）	
 

	
 レッスンのあと自由時間でそのあとは夕食。前回は全部	
 

Refectory というハリーポッター風の大食堂で食事をしたの	
 

ですが、今回は夕食だけ円形の Dinning	
 Hall でした。夕食	
 

が終わると外国人講師との対話タイム。豪華なソファに座っ	
 

てリラックスした雰囲気で自由に会話が出来ます。生徒達は	
 

英会話を楽しんでいました。	
 

	
 その後は着床までフリータイム。冬場だけ木々がライトアップされています。クリスマスでなくても

良いものです。雪の降る白河の海抜 1,000m の地点は確かに寒いのですが、例のマントを着ているとか

なり凌げます。生徒達も夜景を楽しんでいました。（写真左下）私はブリティッシュ･ヒルズの夜景を撮

ろうと宿舎から少しだけ出て写真を 10 枚くらい撮りました。あとで見たらびっくり。偶然ですが「芸術

的作品」が撮れました。（写真右下）雪の粒が惑星の様に見えて、さながら宇宙 SF と言ったところです。 

	
 翌朝はハリーポッター食堂こと Refectory で朝食をとり、チェックアウトを済ませてからスコーン作

成のレッスン。2 度目の生徒達もこれを楽しみにしていたようです。そのあとマナーハウスに戻ってか

ら閉会セレモニー。と、言っても前回と違って今回は 6 人だけでしたので、一人一人に感想を聞いて

みました。8 月の時に都合で行けなかったので今回は是非とも行きたかったという生徒が 2 人いまし

た。インストラクターの英語が聞き取れたかと訊くと全員 Yes。流石全員 3 級以上です。そして皆良か

ったと口を揃えて言って鋳ました、そして何か役にたったことがあるかかと尋ねると、前述のとおり、

“I	
 like	
 dog.”ではなく、“I	
 like	
 dogs.”が正しいことを知ったことだったと全員が言っていまし

た。	
 



 

  スコーンが焼き上がってからしばしフリータイム。前回参加した生徒 2 人は一番人気のあった講師の R

先生に偶然再会して大喜び。また、私は見ていませんでしたが、高 1 の 3 人の女子が雪合戦でデスマッチ

模様だったとか。シェイクスピアの銅像に雪を投げつける不謹慎な生徒もいて、「駄目だよ。罰があたる

よ！」 

	
 再び Refectory で昼食をとってから記念写真を撮ったあと送迎のバスに乗りました。新白河駅まで 1 時

間くらいの行程ですが、それでも車酔いする生徒がいて、やはり新幹線で新白河集合、解散で良かったと

感じました。 

	
 さて、次回はいつどうなるのかまだわかりませんが、是非とも続けていただきたいイベントです。 


